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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

本 研究 で は 、掛軸 日 本 画 の 修理 に 広 く 用い ら れ る 伝統 的 な 裏 打ち 技 法 、特 に「 肌 裏 打 ち」に お い て 、

劣 化し た 裏 打 ち紙 を 新 し い和 紙 に 交 換す る 操 作 が、作 品 の保 存 性 お よ び 構造 的 安 定 性に 与 え る 影響 を

科 学的 に 検 証 する こ と を 目的 と し た 。肌 裏打 ち は 、和 紙 と 澱 粉 糊 、ま た は膠 を 用 い て作 品 の 裏 面に 支

持 体を 追 加 す る修 理 手 法 であ り 、日 本 の 文化 財 修理 に お い ては 広 く 定 着し て い る 。ま た 、欧 米 の紙 文

化 財修 理 分 野 にお い て も 、裏 打 ち 技 術は 高 い 評 価 を得 て お り 、そ の 物 理 的 補強 効 果 が 認め ら れ て いる 。 
し かし な が ら 、裏 打ち 紙 自 体も 長 年 の 保存 環 境 の 中で 劣 化 し 、作 品本 体 と の接 着 力 の 低下 や 支 持 機

能 の喪 失 が 進 行す る 場 合 があ る 。こ の よ う な場 合 には 、裏打 ち 紙 を 新し い もの に 交 換 する「 打 ち 直 し 」

が 必要 と な る が 、その 操 作が 本 紙 に どの よ う な 影響 を 与 え るの か 、ま た 、ど の 時 点 で の交 換 が最 も 適

切 であ る の か につ い て は 、こ れ ま で 科学 的 な 検 証が 十 分 に は行 わ れ て いな か っ た 。  
本 研究 で は 、礬 砂（ 明 礬 0 .3%、膠 0.6%）を 塗 布 した 肌 裏 打 ち済 み の 和 紙複 合 体 を 試料 と し 、ま ず

14 日 間 お よ び 28 日間 の 加速 劣 化 処 理（ 80℃、65%RH）を施 し た 後 、湿 式肌 上 法 を 用い て 裏 打 ち紙 を

除 去し た 。 除 去後 は 水 洗 処理 を 行 わ ず、 新 た な 肌裏 紙 を 澱 粉糊 で 裏 打 ちし 直 し 、 再 度 21 日 間 の加 速

劣 化処 理 を 実 施し た 。各 段階 で の 剥 離強 度（ 引 張剥 離 試 験 ）、耐 折強 さ（ MI T 折 り 回数 ）、お よ び裏 打

ち 紙の 重 合 度（ 粘 度 法）を 測定 し 、交 換 前 後 での 接 着性 お よ び 構造 的 耐 久 性の 変 化 を 詳細 に 解 析 した 。 
そ の結 果 、剥 離 強 度に 関 して は 、裏 打 ち 紙の 交 換有 無 や 劣 化時 間 の 違 いに か か わ らず 、大 き な変 化

は 認め ら れ な かっ た 。こ のこ と か ら 、膠 によ る 接着 界 面 の 強度 に は 限 界が あ り 、膠 の 凝集 力 や繊 維 間

の 機械 的 絡 ま りが 十 分 で ない こ と が 要因 で あ る と考 え ら れ る 。一方 で 、耐折 強 さ に お いて は 、裏打 ち

紙 を打 ち 直 し た直 後 に 大 きな 回 復 が 見ら れ た 。 特 に 28 日間 劣 化 さ せ た 試料 で は 、 本紙 の 強 度 が著 し

く 低下 し て い たた め 、新 し い裏 打 ち 紙 によ る 構 造 補強 効 果 が より 顕 著 で あり 、全 体 の 強 度を 大 幅 に改

善 する 結 果 と なっ た 。  
試 料の 劣 化 期 間が 長 い ほ ど再 裏 打 ち 後の 耐 折 強 さの 回 復 度 が高 く な る 傾向 が あ っ たが 、こ れ は 裏打

ち 紙の 初 期 強 度に 依 存 す るも の で あ る。し か し、こ の こ とが「 裏打 ち 紙 の交 換 は 遅 い方 が 良 い」こ と

を 意味 す る も ので は な い 。その 理 由 は 、劣 化が 進 行し た 本 紙 では 、彩 色 層の 変 質 や 繊維 の 脆 弱 化も 同

時 に進 ん で お り 、再裏 打 ち の操 作 そ の もの が 作 品 に負 担 を 与 える リ ス ク も高 ま る た めで あ る 。修 理時

期 を見 極 め る にあ た っ て は、 単 な る 物性 デ ー タ だけ で は な く、 彩 色 技 法、 顔 料 の 状態 、 紙 質 の違 い 、

美 術的 価 値 、 使用 履 歴 な ど、 よ り 広 範で 複 合 的 な観 点 か ら 総合 判 断 を 行う 必 要 が ある 。  
本 研究 は 、 肌 裏紙 の 打 ち 直し 操 作 が 紙文 化 財 の 力学 的 特 性 に与 え る 具 体的 な 効 果 を定 量 的 に 示し 、

今 後の 保 存 修 理現 場 に お ける 修 理 方 法の 選 定 、修 理時 期 の 判 断基 準 の 構 築に 資 す る 知見 を 提 供 する も

の であ る 。また 、接着 剤 と して の 膠 の 限界 、初 期 強度 が 補 強 効果 に 果 た す役 割 、複合 体 と し て の紙 構

造 の劣 化 挙 動 など 、 裏 打 ち修 理 の 科 学的 理 解 を 深め る 上 で も重 要 な 結 果が 得 ら れ た。   

 
 
 

【研究成果発表方法】 

 
研究成果の一部については、以下の学会で発表を行う予定である。  
①  東アジア文化遺産保存国際シンポジウム  (ポスター発表 ,  2026 年予定 )  
②  ICON Book & Paper Group symposium (ポスター発表 ,  2025 年予定 )  
③  Scienti fic  Evaluation of  Relining Effects  on the Mechanical  Durabil ity  of  

Japanese Hanging Scrolls ,  Kang Lee,  Studies in Conservation (論文を投稿予定 )  
 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


